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マテリアルシリ ー ズ⑭ 技術梢報第34巻第3 り 2004 年6 JI :} 

MATERIAL SERIES Kaneho 

鵬新の素材情報！ No.34| Doden 
「マテリアル」とは材料や素材、 原料を意味する言葉で、 服地の生地も表します。 こ

のシリーズでは、 クリーニングの対象となる衣類や繊維製品の生地のほか、 裏地や芯地、

ポタンなどの副頁材も含めた広い範囲で、 新素材や流行素材を取り上げています。

ド—テ
．
；；．

資料入手先：カネボウ合繊株式会社

組 成：ポリエステル100%
組 織：高密度平織物
用 途：コート、 スーツ、 ドレス 、 ブラウス 、 スポーツ

衣料、 インナーウエア、 裏地など
販 売 先：モリリン株式会社・ダンロップ、 株式会社デサ

ント•HUITIEM 、 カネポウ株式会社・フィラ、 株
式会社オンワード樫山・レイクランドなど

＇』＇、高匹置"9':-1111111111 
貼付 11·：地のド ー デンはポリエステル織物に導 ＇屯性繊

維ペルトロン（写真参照）を綿り込んだもの。 ベルト

ロンは導屯性絨維で少凩混合してもIfilヽ除屯能）Jを発揮。

低湿｝虹ドでも1'糾察による術屯を抑制し 、 繊維I·.や人体

のli,(,'屯氣を収り除く 。

般に、 人が静
‘
i彫氣を知鎚する盟 ‘,•111 I:は300ポルト

以1 ー
． とされてしヽる 。 気温20℃ • 相対湿I父30％でのIや掠

幣屯｝1-：でill綻すると 、 通常のポリエステルの場合は1

万ポルト以卜．、 ド ー デンの場合 、 3000ボル1、以ドで、

静屯氣を抑える性能（制屯性能）は細かな花粉も吸ぷt

しにくしヽ効果も4·
ー
．む。

ベルトロンは 、 導町率の高い物質をポリエステル繊維の中でサンドイ
ッチ状に挟み込んだ形となっている 。 この糸をポリエステル様物の中に

一定の比率で織ることで静m気の発生が抑制される 。
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齢＇梢協滉柑哉：＿1111111111 
洗浄技術委員会による水洗い処理3回及び商業ドライ

クリ ー ニング処理3回後の結果は次の通り。

［寸法変化率（％）】
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寸法変化率に関しては 、 特にII'1l}俎と思われるような変
化は認められなかった 。

く洗浄条件：N=2>
0ウエットクリ ー ング(W-1,W-2):家庭「II洗濯機及びウエッ

トtり用機（史川（中性洗剤）．1--IA（直44.0
〇石油系溶剤(S-t,S-2):洗浄・'iit温／10分1lil 、 タンプラー ＇：も燥
0テトラクロロエチレン(P-1,P-2):洗邪・常温／6分1lil 、 タ

ンプ ラー乾燥
0フッ素系溶剤113(F-1):洗浄・20℃/6分1lil 、 タンプラー 乾燥
0フッ素系溶剤225(F-2) :洗浄・20℃/ 5分1lil 、 タンプラー 乾燥

W-1、 S-1及びP-1については3 |IIl処理後の試験布に対
してアイロンプレス処理を行った結果。

【寸法変化率（％）】
寸法変化率に1i1しては 、 アイロンプレス処理の打無に

かかわらず特にI/\J超と思われるような変化は認められな
かった 。

なお、 アイロンプレス処理を行ったほうが 、 寸法変化
率の値が小さくなり 、 寸法が修正されていた。

［色・外観等の変化】
◇水洗い処理・・色及び外観に関して 、 アイロンプレス処

理の有無にかかわらず花しい変化は認められなかった 。

◇ドライクリ ー ニング処理…いずれの溶剤にお＼ヽてもア
イロンプレス処理の打無にかかわらず色及び外観に関
しては竹：しい変化は認められなかった。

駅P塁醗』唇p1陰細洲勤阻蛹- 1111 
洗浄技術委員会の結果及び注意点を次にまとめる。

処理方法 総合評価 備 考

水洗い処理 ゜ 特になし

石油系溶剤 ゜

テトラクロロエチレン ゜

フッ素系CFC113 ゜

フッ素系CFC225 ゜

【水洗い処理）
◇水洗い処理可能 。

［ドライ処理】

◇各溶剤ともドライクリー
ニング処理可能。

［仕上げ）
◇アイロンプレスによるf I: 

上げ処刑可能。

【製品紹介】
販売されているアイテムを一部紹介します。
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：静電気の発生メカニズム
i 物体には、 ふつう正屯氣と負屯気が同星ずつ含まれており 、

i互いにその作川を打ち消しあって全体としてぱ屯気の作用が
： ない屯気的に中性な状態となっている。

: 2種類の物体を掠り合わせたとき 、 一方の物質から他の
i物'fiに屯子が移動し 、 その分だけ負屯気ある＼ヽは」．L'屯気が多
i くなる。 この状態を帯屯したとしヽう。 正に1鱈するか 、 負に
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クリーニング事故衣料の特徴と事故原因 技術t,'l報第34巻第3号2004年6月り

平成15年度（平成15年4月 1 日～平成16年3月 31 日）にクリ ーニング綜合
研究所で調査した事故衣料品の集計結果を報告し、 平成15年度の事故衣料品の
鑑定における内容を分析することで 、 特徴および問題点を明らかにし、 その対
応策を検討する。

▲弱酸性の薬剤により変色したセー タ ー

I. 平成15年度鑑定結果の概要（表1)

（次ページ・表1の項目ごとに解説）

全体の件数としては、 平成10年度から増加傾向が続いており 、 13年度543件、 14年度558件、

15年度は577件となっている。（図 1) 月別の傾向 を見ると 、 15年度の前半は4 月の39件から増加し

続け 7 月に最多件数の80件となった。 後半は11月に61件を数え 、 10~ 1 月にかけて45件以上の高い

水準で推移した。（図2)
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件540
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度

図1 年間鑑定件数の推移

- 洗浄方法別件数の15年疫の傾

向はドライクリーニング とランドリ
ー の割合について1¥1=-度と同じであり 、

ウェットクリ ー ニングが14年疫の41

件から15年皮は26件に減少した。 石

油系ドライクリー ニング後ウェット

クリーニング を行うダプルクリーニ

ングは逆に4件から10件と増加した。（図

3)使用しているドライ溶剤別の割

合 に つ いては石油系溶剤が漸増し 、

パ ークが漸減している。（図4)
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図3 洗浄方法別の割合
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□ パー ク
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（％） 

＊グラフ内の数字は件数

□ フッ素 □ エタン
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割合 （％） 

図4 使用ドライ溶剤の割合
＊グラフ内の数字は件数
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技術が1報第34巻第3号2004年6,-'” クリ ー ニング事故衣料の特徴と事故原因

表1 平成15年度事故品統計（平成15年4 月～平成16年3月）

月別件数

月 件数 月 件

4月 39 10月 52 

5月 49 11 月 61 

6月 57 12 月 57 

7月 80 1 月 46 

8月 38 2 月 27 

9月 32 3 月 39 

計577件

[
2- 洗浄方法別件数

洗い方
ドライク リー ニ ン グ

1石油系 溶 剤
内 テ トラクロロエチレン

ふっ素系溶剤
トリクロロ エタン

不 明

ランドリ ー

ウェッ ト ク リー ニング等
ダ プ ル

未 洗
不 明

訳

計577件

件数

L竺
347 

66 

6 

1 

4 

95 

26 

10 

14 

8 

.
3- 責任所在別件数

※1 

磁2

米3

※4 

責 任所在
即 客
クリ ー ニング業者

メ ー カ

騒客またはクリーニング

二者以上

な し

不 明

計577件

件数
334 

64 
47 

46 

14 

27 

45 

※1 メーカー責任の内訳
染 色 加 工 19 

原 反 5 

副 資 材 5 

縫 製 5 

表 ホ 4 

フ 口 ツ ク 加 工 2 

プ リン ト加 工 2 

コ ー テ ィ ング 加工 1 

ラミ ネート加工 1 

接 鶉 加 工 1 

生 地 加 工 1 

販 売 1 

47件

召事故別件数
〈色の変化〉

事故名 件数
変 退 色 134 

シ ミ 69 

脱 色 28 

黄 変 17 

色 泣 き 15 

白 色 化 10 

再 汚 染 10 

ラ メ の 消 失 7 

移 染 6 

慧 色 6 

色 違 し ‘ 5 

色 む ら 4 

薄 色 化 1 

黒 ず み 1 

＜損儒・形態変化〉
捐 傷
穴 あ き

破 捐

剥 離
脱 落
収 綿
伸 び

硬 化
シミ出し

波 打 ち

目 寄 れ
ピリ ン グ
パイル抜け

パイル の変化

型 崩 れ

屈合い変 化
シワの発生
ペと つき

プリー ツ／シワ加工消失

糸の引き抜け（スナッグ）
ポ リウレ タン糸の吹出し

スリップ(ifl脱）
バッカリング（波打ち）

溶 解

計577件
313件

件

6

6

4

4

4

3

3

3

3

3

2

2

1

1

1

1

1

1
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4
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事故は生じていない 24 

そ の 他

豆〕素材別件数
〈1種類〉

素材名
綿
毛

絹
ボ リエステル
ナイロン

麻
毛皮

獣毛

皮革
テンセル

レ ー ヨンなど
アクリル系
キュプラ
フィルム

その他（詳細不明）

(2種類以上〉
綿

毛

ポリエステル

レ ー ヨンなど

ナイロン

ポリエステル

麻など

その他
ストレッチ

ポリエステルなど

絹
獣毛

その他
ストレッチ

レ ー ヨンなど
ストレッチ

その他
ポリエステルなど

その他
ストレッチ

レ ー ヨンなど
ストレッチ

＇ 
アクリル・その他
アセテ ー ト•その他

絹•その他
テンセル・その他
皮革・綿
その他・ストレッチ

l コ ー ティング素材 ポリウレタン樹脂 など

ポリ塩化ピニル樹脂

荘,3二者以上の内訳
顧客とクリー ニング業者
顧 客 と メ ー カ

メ ー カ ーとクリ ー ニング菜者

顧客とメーカーとクリ ー ニング

虚一
8

3

2

1

※2責任所在が何れにあるのか判断できな
いもの。

※4 ・試験内容上責任所在の判断を必要と
しないもの。

•修正可能なもの。

・やむを得ない範囲の変化。

フロック加工布
ポンディング素材
ラミネ ー ト素材
人工反革
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ゴム
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クリ ーニング事故衣料の特徴と 事故原因 技術t,'i報 第34巻第3け 2003年6月 号

旦） 責任所在別件数の 15年度の側向は 、 ほぼ

例 年 ど お り で あ る が 、 14年 度 と 比較す る と 「顧 1 3  

客責任」 が46件 、 「 ク リ ー ニ ン グ業者貨任」 が

年

14

8 1牛 、 「 メ ー カ ー 責任」 が 10件増加 し 、 責任所· 15  

在 が ど ち ら に あ る か 判斯で き な し ヽ 「顧客 ま た は

ク リ ー ニ ン グ業者 責任」 は35件減少 し た 。 責任

所在 を 明確 に す る に は 、 引 き 続 き ク リ ー ニ ン グ

口 顧客 □ メ ー カ ー □ クリーニング業者
口 顧客 ま た は クリ ーニング業者 □ 二者以上

327 I 39 t:>11 64 1251231 44 

288 I 37 I 56 I 81  1.1 32I 51 
1 3」

334 I 47 I 64 I 46 I 1271 45 
1 4」

□ な し
口 不明

0 1 0 20 30 40 50 60 70 80 90 1 00 
割合 （％） 

＊グラ フ 内の数字は件数
図5 ff任所在の割合

での 作業工程の 明確化 、 受付時お よ び返却時の顧客 と の 相 互確認 、 検 品 体 制 の 確立が必要 と 考 え ら

れ る 。 （図 5 )

事故別件数に つ い て も 「 色の変化」 「損傷 ・ 形態変化」 に つ い て ほぼ例年 ど お り の 傾 向 で あ

る 。 「事故は生 じ て い な い」 に つ い て は 14年度の20件か ら 4 件増加 し 15年度 は24件 で あ っ た 。

宦〕 素材別件数では例年 、 1 種類のみの素材 を 使用 し た も の が 2 種類以 上の索材 を 使用 し た も の よ

り 15％程度 多 か っ た の が 、 15年／笈 は ほぼ同数 と な っ て お り 、 2 種類以上の索材 を 使用 し た も の が 大幅

に増加 し た 。 hill資材 に つ い は引 き 続 き 増加傾向 に あ る 。 こ こ 数年来注 目 し て い る コ ー テ ィ ン グ 、 ボ ン

デ ィ ン グ な ど の 樹脂関連の製品 、 ス ト レ ッ チ 製品 に つ い て は 14年度 ま では ほぼ同 じ 水準で推移 し て い

た が 、 15年皮 は ス ト レ ッ チ製品の 事故が倍増 し て い る 。

□ 1 種頚 □ 2 種類 □ 副資材
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1 1 J 

283 | 220 l I 
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図 6 素材別の割合

70 80 90 1 00 
（％） 

＊グラ フ 内の数字は件数

（イ牛）70 
60 
50 

数40
30 
20 
10  

口 樹脂製品 □ ス ト レ ッ チ製品
72 

39 38 39 

1 3  14  15  

年

度

図 7 樹脂製品 ・ ス ト レ ッ チ製品の件数

!II ． 平成 1 5年度責任所在別の詳細

l . 顧客責任

「 色の変化」 、 「損偽」 、 「 シ ミ 及 び汚 れ」 の 割 合 に

つ い て 検討 し て み る と 、 15年度 も 例 年 と ほぼ同 じ 傾 向 で

あ る 。 「色の変化」 での原因は 、 「紫外線」 、 「 ガ ス 」 、

「薬剤」 が 三大原 因 で あ る 。 特 に 15年 皮 は 紫外線 が 関 係

し た も の が増加 し47件 と ト ッ プで あ り 、 「 汗 と 紫 外線の

複合作用ー に よ る も の を 加 え る と 64件に も な る 。

「損傷」 で は 14年 度 に ポ リ ウ レ タ ン の ス ト レ ッ チ 糸 が

経時劣 化 し て 弾性 が な く な る こ と に よ る 事故 に つ い て 注

意 を 促 し た が 、 15年度 は そ の値向 が さ ら に は っ き り し た

も の と な っ た 。
► 袖口部分、 ペルトの部

分は変色していない。

◄ 紫 外線 に よ る 変 退
色 、 プ レ ス の み 依
頼 さ れ た ペ ー ジ ュ
の コ ー ト 、 右 肩 か
ら 右 袖 に か け て 茶
色 か ら 白 色に変化
し て い る 。

I • 
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表 2 顧客費任334件の内訳
1 . 色の変化 1 59件 2. 損傷 1 27件 3. シ ミ および汚れ 48件
紫外線 47 物理的作用 46 汚 れ 26 
ガ ス 31  虫 29 色素 ， 
薬剤 31 高温加熱物体 1 3  液状物質 4 汗 と 紫外線の複合作用 1 7  経時劣化 7 樹脂状物質 4 汚 れ 1 6  
汗 ま た は紫外線 4 薬剤 4 不明 3 
物理的作用 3 経時変化 2 酪化防止剤 と ガ ス の複合作用 1 
生地の特性 2 水分 お よ び物理的作用 1 粉状物到
そ の他 1 そ の他 1 
液状物烈 1 ポ リ ウ レ タ ン糸の切断 1 
汗 お よ び紫外線 1 汚 れ 1 金属と漂白剤 1 

汗 お よ び紫外線 1 酸化防止剤 と ガス の複合作用
色素 1 金屈と漂白剤 1 
水分と 物理的作用 1 自 然発生 1 
不明 1 生地特性 お よ び物理的作用 1 

2 メ ーカー責任

15年度の 「 メ ー カ ー 責任」 は 14年度 と 比 較 し て 10件 増

加 し た 。 傾 向 は14年度 と 同 様 で 海 外 製 品 で の 事 故 が 割 合

は 下 が っ た も の の 、 他 の 責任 所 在 と 比較 す る と 高 め で 、

日 本製 品 で の 事 故 は 低 い 。 ま た 、 特 に 副 賓 材 は 、 「 メ ー

カ ー 責任」 47件の う ち 13件 で あ っ た 。 平成13年度の39件

中 6 件 、 平成14年度の37件 中 11件か ら さ ら に増加 し て お り 、

今 後 と も 、 海 外 生 産 品 に つ い て は 、 副 資 材 な ど 隅 々 に 至

る ま で の 品 質 管理 を 十 分 行 う 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。

愉 入 製 品 に つ い て は海 外 メ ー カ ー か ら の 梢 報 の み で表 示

を つ け て 事 故 に な っ た ケ ー ス が あ り 、 洗浄試験 で の 確認

が 望 ま れ る が 、 そ れ が 難 し い 場 合 で も 、 特 に 高級 ブ ラ ン

ド の 高額 な 涸 品 に つ い て は 索 材 の チ ェ ッ ク を 最 低限 行 う

べ き だ と 考 え ら れ る 。

塩化 ビ ニ ル 樹脂 の 可 塑剤浴脱 に よ る 硬化 事 故 は 4 件 す

べて海外製品であ り 、 内 3 件 は イ タ リ ア 製の揺級 ブ ラ ン ド 、

1 件 は 中 国 製で あ っ た 。

ま た 、 今 回 1 件 、 セ ッ ト 物 で は な い 製 品 を 、 売 り 場 で

セ ッ ト 物 と し て 販売 し 、 ク リ ー ニ ン グ で 色 が 違 っ た と い

う 事 故 が あ っ た が 、 売 り 場 で の 安 易 な 販売姿勢が消貨者

に 誤 解 を 与 え 、 消 贅 者 は ク リ ー ニ ン グ の せ い で 色 違 い が

生 じ た と し た も の で あ る 。

表 3 メ ー カ ー責任47件の内訳

... 部分使いの合成皮革が塩化ピニル樹脂で あ っ
た た め 、 石油系 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グで可塑剤が
溶脱 し硬化 し た も の。

▲ ポケ ッ ト 部分 雨ぶたが硬化 し て い る 。

1 . 染色加工等の問題に起因する 事故 20件 3. 縫製の問題に起因す る 事故 5件
染色不堅 ろ う 1 2  芯地の剥離な ど 5 
生地の欠陥等 3 
染色助剤に よ る 捐儒 3 4. 表示の問題 4件
硫化染料 2 不適切な表示 （塩 ビ可塑剤溶脱） 4 
2. 生地 · 素材や加工の問題に起因 す る 事故 17件
フ ロ ッ ク コ ー テ ィ ン グ等の不良 6 
副資材由来の樹脂状物質の シ ミ 5 5. 販売の問題 1 件

生地の性能不足 5 セ ッ ト 物 で は な い製品の色違い 1 

衣料素材 と し て 不適当 1 
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3 . ク リ ーニ ング業者責任

14年疫 に56件に急増 し 、 15年

度 も64件 と さ ら に 8 件増加 し た。

1 3 、 14 年｝文 と 水処理 （ ラ ン

ド リ ー と ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン

グ ） に よ る 事故 に つ し ヽ て 注 意

を 促 し た が 、 1 4年度の 30 件 か

ら 15年度 は24件 と 減少 し た 。

逆 に ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ に よ

る 事 故 は25 件 か ら 40 件 と 贈 加

し た 。 洗浄方法 ( I . 2. p.1 ) 

の と こ ろ で ダ ブ ル ク リ ー ニ ン

グ が 増 加 し た し た こ と を 報 告

し た が 、 こ れ に 対 し て の 「 ク

リ ー ニ ン グ 業 者 責 任 」 の 事 故

は な し ヽ 。

洗 い 方 に よ る 事 故 の 状 況 を

比 較 す る と ド ラ イ ク リ ー ニ ン

グ で は 「 色 の 変 化 」 に 閲 す る

事 故 が 約60% 、 「損傷 ・ 形態変

化 」 に 関 す る 事 故 が 約40 ％ で あ

る が 、 水処理で は全 く 逆 に 「 色

の 変 化 」 に 関 す る 事 故 が 約4 0

％ 、 「損似 ・ 形 態 変 化 」 に 関 す

る 事 故 が 約60 ％ で あ る 。 ド ラ

イ ク リ ー ニ ン グ で は 「再汚染」

の 事 故 7 件 が 特 徴 的 で あ り 、

「収縮」 市故が 6 件 、 高密疫織物 、 ボ ン デ ィ ン グ製品 に 生 じ やす い 「際 付 き 」 の 事故 も 3 件生 じ た 。

水処理 で は ワ イ シ ャ ツ の 色糸消失が 4 件 あ っ た 。 引 き 続 き カ ラ ー シ ャ ツ を 洗浄す る 際 に は酸素系漂

□ ドライ クリーニ ン グ □ ラ ン ドリ ー

□ ダブル □ 未洗

□ ウェ ッ ト クリ ーニング

口 不明

顧客

メ ーカー

ク リ ーニング

全体

I 4、
256 | 43 |12I8|1 1I I 

42 I 5 

40 I 19 I 5 

10---.:J..4、8、
424 | 95 l26\ |‘ l' 

゜ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
割合 （％） 

＊グラフ内の数字は件数
図 8 打任所在別の洗浄方法の割合

.
i.

 O!
 

◎
 

①赤 く 変色 し た ワ イ シ ャ ツ
酸性物質が付洒 し た た め変色。
す す ぐ こ と で元の色に回復 し 、

復色 し な いが、 酢酸な ど酸性薬
剤を付着させる と再度変色する。

②袖口付近

本体部分を すすいだ と こ ろ 、 印
の箇所は元の色に戻った。

白 剤 を 使川 し な い よ う 留 、意 が 必要 と 思 わ れ る 。

表 4 ク リ ーニ ン グ業者百任64件の内訳

1 . 不適切な洗浄 ・ 処理による変化 26件 3. 不適切な薬剤の使用による変化 1 1 件
剥離 ・ 収縮 ・ 硬化 ・ 損傷な ど 16 漂 白 剤 ・ 薬剤な ど に よ る 変退色 6 
色泣 き ・ 移染 ・ 変退色 10 漂白剤 ・ 薬剤 に よ る 破捐 ・ 旧傷 5 
2. 再汚染および汚れの残留 17件 4. 不適切な仕上げ処理による変化 10件
汚れ等の シ ミ ， 伸縮 ・ 捐1嘉 8 
再汚染 8 変退色 2 
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皿 ． 事例研究

「ス ト レ ッ チ製品の事故j に ついて考えてみたい
·F 

鑑定 し た 577件 の う ち 事故衣料品 は紳士用 、 婦人用で合わ せ て 532 件 で あ り 、 そ の割 合 は 2 : 3 と

な っ て い る が （ 表 5 ) 、 ス ト レ ッ チ 製 品 は 婦 人用 に 某 中 し て お り 、 紳士用 が 7 件 、 婦 人 用 が65件 と

ほぽ 1 : 9 で あ る （表 6 ) 。 ス ト レ ッ チ 製品 ゆ え の事故 は す べ て 婦 人 用 で あ っ た 。 （ 図 6 ) 樹 脂関連

製品 ・ ス ト レ ッ チ 製品 の 件 数 を み る と 、 ス ト レ ッ チ 製 品 は こ こ 数 年 の 間 に 一気 に増加 し た （ 図 7 ) 。

そ れ ら がすべて ス ト レ ッ チ 製品 ゆ え の 事 故 で は な い が 、 14年度 で は ス ト レ ッ チ製 品35件の う ち ス ト

レ ッ チ 製品 ゆ え の 事故 と 考 え ら れ る の は ボ リ ウ レ タ ン 糸の 吹 き 出 し 1 件 、 型崩れ 1 件 、 伸 び 1 件 の

計 3 件で あ っ た が 、 15年 度 は 13件 と な り 急増 し て い る 。 （表 7 )

表 5 事故衣料品のア イ テ ム 表 6 ス ト レ ッ チ製品の ア イ テ ム

ア イ テム 紳士 婦人 計

ジ ャ ケ ッ ト 38 54 94 

コ ー ト 23 53 76 

バ ン ツ ・ ス ラ ッ ク ス 49 25 47 

ワ イ シ ャ ツ 43 43 

ス ー ツ 8 30 38 

ニ ッ ト シ ャ ッ 7 20 28 

セ ー タ ー 6 1 8  24 

ス カ ー ト 22 22 

シ ャ ツ ・ ブ ラ ウ ス 1 2  ， 21 

ワ ー キ ン グ ウ ェ ア 7 3 1 4  

カ ー デ ィ ガ ン 1 4  1 4  

ジ ャ ンバー 5 5 1 2  

ブ ラ ウ ス 1 2  1 2  

ワ ン ピ ー ス 1 1  1 1  

ダ ウ ン ジ ャ ケ ッ ト 5 3 ， 
計 2 1 9  3 1 3  532 

ア イ テ ム 紳士 婦人 計

バ ン ツ ・ ス ラ ッ ク ス 6 1 5  21 

ジ ャ ケ ッ ト 1 8  1 8  

ス ー ツ ， ， 
コ ー ト 5 5 

ス カ ー ト 4 4 

カ ー デ ィ ガ ン 3 3 

ブ ラ ウ ス 1 3 3 

シ ャ ツ ・ ブ ラ ウ ス 3 3 

セ ー タ ー 2 2 

ウ ィ ン ド ブ レ イ カ ー 1 1 

デ ニ ム ジ ャ ケ ッ ト 1 1 

デニム ス カ ー ト 1 1 

ワ ン ビ ー ス 1 1 

計 7
1 

65 72 

表 7 ス ト レ ッ チ製品ゆ えの事故内容

事 故 名
バ ン ツ

ジ ャ ケ ッ ト ス ー ツ ス カ ー ト コ ー 卜 ワ ン ピー ス 計
ス ラ ッ ク ス

伸 び 2 1 3 

収 縮 1 1 1 3 

波 打 ち 1 1 1 3 

シ ワ の 発 生 1 1 

ポ リ ウ レ タ ン 糸 の 吹 出 1 1 

型 崩 れ 1 1 2 

計 5 2 2 2 1 1 1 3  
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事例 1 茶系ツ イ ー ド の ジ ャ ケ ッ ト

▲ 後 ろ 身頃 に た る み が生 じ て い る 。

【 組 成 表 示 】 な し

【取扱い表示】

四 △ 全 ®

▲ 後ろ身頃が伸びた ジ ャ ケ ッ ト 。 ▲ 糸 の 中 央 に ス ト レ ッ チ糸 が確認
で き る 。

．
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

・ 事故についてのアパ レルメ ー カ ー か ら の 申 し出内容
． 

お 客様 か ら 「 1 年程着用 し な か っ た が 、 背中 の生地が膨 ら ん で い る 。 」 と の相談 があ っ た 。 ク リ

ー ニ ン グ店 か ら の 申 出 は 「 お 客様が ク リ ー ニ ン グ に 出 し 、 今回藩用 し よ う と し て 出 し た と こ ろ 、

背 中 の生地が伸びて い た と の こ と 。 処理 は石油系 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 後 自 然乾燥。 背 中 に 水 を 哨

霧 す る と 生地 が大 き く 伸 び 、 乾燥 し て も 戻 り が少な か っ た 。 お客様 か ら 袖 が伸 び て リ フ ォ ー ム し

た と の お 話 も あ る 。 今回の品物の伸びは長期間の湿気 に よ る も の と 思 わ れ る 。 」 と の こ と で あ る 。 • . . 
• 6 年前の商品 で あ る が 、 同様の ク レ ー ム は皆 無 で あ る 。 I 
· • 
． ．  ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

● 試験結果および結論 ●

後 ろ 身 ご ろ 各所 に 部 分 的 な (I: I
―
lびが 生 じ 凸凹 に な っ て い る 。 前身 ご ろ の芯地 の 貼 っ て い る 部 分 に は

伸 び は 生 じ て い な い 。 袖付 け 付近の 伸 びの 著 し い 部分 を た て よ こ に 引 っ 張 る と 弾 力 が少 な い 。 組成

は毛 、 レ ー ヨ ン 、 ボ リ ウ レ タ ン と オ（i.i定。 顕微鋭試験では た て糸 、 よ こ 糸に ス ト レ ッ チ糸が確認で き る 。

申 出 内容 と 試験の結 果か ら 、 ポ リ ウ レ タ ン ス ト レ ッ チ糸の経時劣化 と 推定 し た 。

碁本 的 に 、 ス ト レ ッ チ糸の特性 を ア パ レ ル 、 ク リ ー ニ ン グ 、 消貨者 と も 理解 し て い な か っ た た め

に生 じ た 事故 と 考 え ら れ る 。

事例2 ワ イ ン レ ッ ドのベロアのパンツ と
【 組 成 表 示 】 綿

ボ リ ウ レ タ ン

【取扱い表示】

97% 

3% 

四 ＆ 溢 ® 匹 Q
【 付 記 用 語 】 タ ン プラ ー乾燥お よ び家挺で

の 乾燥機の使用 は お 避 け く
だ さ し ‘

▼ 伸びた部分

島
▲部分的に伸びが生 じ たベロアの

バ ン ツ 。

0/
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．．
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  

• ♦ 

： 事故についてのク リ ーニ ング店か らの申 し出内容 ： . · · • 
： 石油系 ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ し 、 お客様に返却 し よ う と し て 、 パ ン ツ の数箇所 に 伸 びの よ う な と ： 

： こ ろ が あ る の を 発見 し た 。 ： 
• •  
． ． 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  

● 試験結果および結論 ●

股 下 、 フ ァ ス ナ ー 周 囲 、 後 ろ 裾 な ど 、 力 が 加 わ り

易い個所に生 じ て い る 。 よ こ 方向に伸びが生 じ て お り 、

事故部 は ス ト レ ッ チ性が消失 し て い る 。

顕微鋭試験 で は 、 よ こ 糸 に ポ リ ウ レ タ ン 糸 が 入 っ

て お り 、 事故部の ポ リ ウ レ タ ン 糸 が 切断 し て い る こ

と が 確認で き る 。 事例 1 と 同 様 申 出 内容 と 試験の 結

ポ リ ウ レ タ ン ス ト レ ッ チ 糸の経時劣化 と 椎果 か ら 、

定 し た 。

◄
切
断
さ
れ
た
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
糸

竺 今後の対策

以」-. 2 例の よ う な 事故 は 今 後 、 ク リ ー ニ ン グ業者の

悩 み の 種 と な り そ う で あ る 。 ス ト レ ッ チ 製 品 は 着 用

の快適 さ や ス タ イ ル の 美 し さ を 出 せ る と い う 優 れ た

特性 を 持 つ 反 面 、 ス ト レ ッ チ糸 は
“

高性能の ゴ ム
”

で あ っ て 、 ゴ ム よ り は そ の 劣化 に い た る ま での 時 間 は 長 い が 、 ゴ ム 同様 、 伸 び 切 っ た り 、 ボ ロ ボ ロ

に な っ た り す る 現 象 は避 け ら れ な い。 ス ト レ ッ チ 糸 を 入 れ て い な い 製品 と 比較す る と そ の 保 形性の

持統期 間 は短 く 、 一度劣化す る と 元 に 戻せ な い こ と を 顧客へ柏極 的 に 知 ら せて い く こ と が無 用 な ト

ラ ブル を避 け る た め 必要 と 考 え ら れ る 。

ア パ レ ル 、 販売側 に は品質管理 に 碁づ い た 正 し い1肖報を消＇伐 者 に 伝 え ら れ る 体制作 り が望 ま れ る 。

◄
使
用
さ
れ
て
い
る
糸

参考

① 技術情報2003年 5 月 号p. 3 特集 「ポ リ ウ レ タ ン 弾性糸 と そ の製 品 に つ い て』

② 技術情報2004年 4 月 号p. 3 特集 「平成1 5年度の ク レ ー ム 品 に学ぶ』

③ 1 5年度鑑定内容の個 々 のデ ー タ に つ い て概要 （写真付 き ） は 日 本繊維製品 ・ ク リ ー ニ ン グ協議会

主催の 『事故防止検索 シ ス テ ム』 に あ り 、 日 本繊維製品 ・ ク リ ー ニ ン グ協議会会員 の方は閲覧す

る こ と がで き ま す 。 6 月 末 日 ま で は 期間限定 の フ リ ー の ID ・ パ ス ワ ー ド ( I D : fr0000001 

ワ ー ド ： free333 ) でご覧 に な れ ま すので、 「全ク 連」 のホ ー ムペー ジ (http://www.zenkuren.or.jp)

か ら 「 日 本繊維製品 ・ ク リ ー ニ ン グ協議会」 の ホ ー ムペ ー ジ に是非ア ク セ ス し て く だ さ い 。

パス
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害虫を知 り 衣料を守る ④
Iiii 横浜此林水産消fHt技術セ ン タ ー

中元 直 吉

前 回 の 5 月 号 で は 、 害虫 か ら 衣類 を 守 る 方法 と し て 、 室 内 の 清 掃 を 徹底 さ せ 害 虫 の 餌 を 絶つ こ と 、

害 虫 を 室 内 に 持 ち 込 ま な い こ と な ど を 紹介 し ま し た 。 今 回 は 、 前号の 「害虫 か ら 衣料 を い か に守 る か」

に 引 き 続 き 、 衣類用防虫剤 に つ い て紹介 し ま す 。

6 . 害虫から衣料をいかに守るか

4 ) 衣類用 防虫剤の使用

衣料を守るため通常使川 さ れるのが衣類Jll防虫剤です。

現在 、 衣類用防虫剤として1|i販 さ れているの は 昇 帷性

防虫剤 3 種類 （ バ ラ ジクロロベ ン ゼ ン 製剤 、 ナ フ タ リ

ン 製剤 、 樟脳製剤） と蒸散性防虫剤 1 種類 （ エ ム ペ ン

ト リ ン 製剤） の 4 種類が主なものですが 、 そ の他植物

性成分 を 主成分と し た防虫製剤もあり ます。

こ れらの防虫剤 は 各 々 l匂所 ・ 短所があり ますの で 、

ど の防虫剤 を 使用するか は （呆笠する物 （ 衣料の種類 、

人形な ど ） 、 保悴場所 （引 き 出し 、 衣装箱 、 洋ll|i箪笥 ・

クロ ー ゼ ッ ト な ど ） を 考l忍して選択して く だ さ し ＼ 。 ま

た 使J l l i¢ 、 用途及び使用法な ど は各 々 防虫 剤 ごと に 述

いがあり ます 。 使川するにあた っ ては購 人し た防虫剤

バ ッ ケ ー ジ の 表示 」り頁 （ ｛史 川 目 的 、 似材料名 、 用途 、

使川 }j法 、 使JTI I:.の注慈 、 椋準使 用 hし な ど ） を よ く 兄

て使JI J し て く だ さ し 。ヽ

特 に 襄なる！1． 1,E性防虫 剤 を 一緒に 使川すると 、 お Ii

いが彩郭しあい 、 浴 け て油性の シ ミ になる ことがあり

ますので注邸が必 要 です。 防虫 剤 を 追加すると き は 、

前 に 使 川 し た 防虫剤の製剤 名 を 確認し同 じ 製剤のもの

を 川 い る こと 、 もし前 に使川 し た 製 剤 名 が分からない

と き や新し い 製 剤 を 使用すると き に は 、 衣料な ど の 保

秤物を 室内 に 数 1 1 11.11放岡 し 前の 製 剤 の 成 分 をとば し て

から使川 し て く だ さ しヽ。 以 下 各 製剤の牛寺徴 、 使 川 に あ

た っ ての注滋点 を出載します。

g パラジ クロ ロ ベ ン ゼ ン製剤

本剤 は昇部 （ ガス化） が い· く 最も防虫効 果の 邸し 、 製

剤です 。 本剤 は 兵 '.
1且 さ れやすい羊毛製 1品の防虫川 、 出

し人れの多いが1.:ll|i箔笥 ・ クロー ゼ ッ ト の防虫JIl や虫�';­

を 受けた場合の殺虫用 に適 し ています 。 しか し 塩化 ビ

l l 

磁 至こ

ニ ル や アク リ ル 樹脂な ど の 合成樹91行 （プラス チ ッ ク）

を 溶 かす ことがあり 、 飾り ボ タ ン や塩 化 ビ ニ ル な ど の

合成1支革の変形 、 ま た 金 ・ 銀糸な ど の 光 沢 を 失 わ せ た

り 県っぽ く 変 色 さ せることがあるので注意が必災です。

合成樹脂でもポ リ エ チ レ ンと ポ リ プロ ピ レ ン は丈 夫な

の で 衣裳箱や規格物の ポ タ ン 、 ベル ト の バ ッ クル な ど

はII加国ないと い われています 。 前述 し ました よ う に 本

剤と樟脳製剤ま た は ナ フ タ リ ン 製 剤 を 一緒 に 人 れると

衣類 に シ ミ がつ く こ とがあり ますの で絶対に 一緒に 入

れなし ヽ で く だ さ し 。ヽ

g ナ フ タ リ ン製剤

本剤の防虫 効 ）］ は か なり 高 い です が 昇華 （ ガ ス化）

が遅 く 効 果 が品［れるま で時間が掛かり ます。 そ れ だ け

効 き 目 も長 期 に わ た るの で長期間保押する場合 （ フ ォ

ー マ ル ウ エ ア 、 雛人形 、 Ii 月 人形 、 11•ffほ品 、 求ll 製 、 昆

虫椋本等） に適 し ています。 パラ ジクロロベ ン ゼ ン 製

削と異な り 本 剤 は合成樹）I行 （プラスチ ック） に はほと

ん ど 影孵 し ないといわれています。

g 樟脳製剤

最も古 く から使用 さ れている防虫剤です。 本剤の防

虫 効 力 は 3 種類の昇部性防虫 剤 の う ち最も低 い ですが

芳しい香り があることから和 9]|iの防虫剤として使用 さ

れています。 IJH閉の頻J,Q が闘いと こ ろ での 使 用 に は適

しません 。
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g ェ ム ペ ン ト リ ン製剤

本 剤 は蚊取せん こ う の成分 （ ピ レ ス ロ イ ド系殺虫剤）

と類似の成分エ ム ペ ン ト リン （液体） を 薄形の シ ー ト

や洋服 カ バ ー な どに染み込ませた 製剤です。 本剤の防

虫効力 はパ ラ ジ ク ロロベン ゼ ン 製剤の次に高 く 、 低浪

度で効果が発揮 さ れます 。 本 剤 は食害 さ れやすい羊毛

製品の防虫用 、 出 し 入 れの 多 い洋服箪笥 ・ ク ロー ゼ ッ

ト の防虫用に適 し ています。 昇華性防虫剤の よ う に特

有の芳香がないの で衣類に匂 い が つ き ません 。 ま た 他

の製剤と併用 しても シ ミ な ど がつく ことはあ り ません。

しか し銅やその他銅を 含む金屈製品 （真鍮の ポ タ ンな ど）

が黒ずむこ と があ り ますので注邸 し て く だ さ い。

5 ) 防虫加工剤の使用

羊毛製品 （衣料 、 カ ー ペ ッ ト 、 布団など） の防虫対

策の一つ と して製 品 を 製造する過程や ク リ ー ニ ン グ後

に防虫加工剤で処理する方法 が あ り ます。 防虫）J1］エ剤

は害虫に対し接触祉や食蒋 と して作用するため防虫効

果が高いのが特徴です。 防虫加工剤には製品 製造過程

用 （製造 メ ー カ ー 用） と し て Mitin ( ミ チ ン ） FF 、

Eulan （オ イ ラ ン ） U33 など 、 ク リー ニ ン グ後処理用 （ク

リ ー ニ ング店用） と し て Gardona （ ガ ー ドナ） 、 ピ レ ス

ロ イ ド系製剤 （ア レ ス リ ン 、 ペ ル メ ト リ ン な ど） があ

り ま す。 使用にあた っ ては表示事項 （薬屈 、 処理 方 法、

安全性など ） に従 っ て く だ さ い。

6 ) エアゾール殺虫剤 と く ん煙殺虫剤の使用

衣類販売店やクリ ー ニ ン グ店 な ど の床や戸棚な ど で

衣類害虫を見付 け た場合に使用する薬剤と し てエ ア ゾ
ール殺虫剤 と く ん煙殺虫剤があ り ます。

“ エ ア ゾ ー ル殺虫剤

本剤は殺虫有効成分を溶剤 （ケ ロ シ ンなど） に浴かし、

噴射 ガ スとともに缶に詰めた製剤で殺虫成 分 が 細 か い

霧状にな っ て噴出する。 フ ェ ニ ト ロ チ オ ン 、 フ ェ ン チ

オ ン 、 ペ ル メ ト リ ン な ど を 主成分とした エ ア ゾ ー ル 剤

が適しています （ゴキ プリ殺虫用として市販 さ れてい

ます）。 本剤は床や戸棚などに直接咀霧し、 衣類にはか

けないよう に 注意 し て く ださい。

“ く ん煙殺虫剤

本 剤 は殺虫有効成分に助燃剤を加 え た もの で 、 熱に

よ り 殺虫成 分 を室内に押散 ・ 拡散 さ せる製 剤 です 。 ペ
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ル メ ト リ ン 、 ジ ク ロル ボ ス を 主成分 と し た く ん煙剤が

適しています （ゴキ プリ ・ ダニ殺虫用 と し て市販 さ れ

てい ま す）。 本剤は室内 を密閉して使用します。 本剤の

煙が白 色系統の製品に直接かかると 黄変する場合があ

り ま すので注意が必要です。

7 ) 防虫 ・ 殺虫剤 を使用 し な い方法

防虫 ・ 殺虫剤 を 使用 し な い方法 と して 下記の 4 対策

が あ り ま す。

g 低温保管

衣類害虫は 10℃以下では 殆 ど ）JI． I害 し ないので介庫保

管業者 や ク リー ニング業者が所有する保管ルー ム (10℃ 、

50%RH) を利用する。

g 加熱処理

衣類害虫は熱に弱いので 60℃以上で処理すれば短時

間で死亡 さ せる こ と がで き ます (60℃の場合 、 ヒ メ マ

ル カ ツ オ プシ ム シ成虫 8 分 、 卵 6 分、 幼虫 2 分間で死滅）。

“ 脱酸素剤の利用

脱酸索剤 は食品の品贋保持や カ ピ ・ 害虫の防 止に広

く 利用 さ れ て います。 脱酸素剤 と 衣 料 を 一緒に ガ ス パ

リ ア性の揺い特殊 フ ィ ル ム （酸索 を 通 さ ない） の 袋に

入 れ酸索を無 く して 保管する方法です。 害虫 を致死 さ

せるためには酸索浪度を 0.5％以下にしてか ら 2 ~ 3 日

聞の密閉 が必要 です 。 こ の ことか ら 害虫は低酸索の斑

境に強い こ と が分か り ま す。

g 不活性ガ ス （窒索 ・ 炭酸ガス ） 四換包装の利用

ガ ス バリ ア性の高い特殊 フ ィ ル ム （酸索を通 さ ない）

の袋に衣料 を 入れ 、 不活性 ガ ス 附換包装機 を 使川 し て

一瞬に酸索を抜 き 窒索 ガ ス などに入れ替える方法です。

食品の品質保持や カ ビ ・ 害虫の防 止に広 く 利用 さ れて

います。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  

お わ り に

昆 虫 が人間の生活環境に侵入 し 被害を及ぼす

よ う に な ると害虫 と 呼 ば れ るよ う に な り ま す 。

衣類害虫は小 さ いの で 目 に触 れ る 機会 が 少 な い

で す が 、 家屋内ま た そ の周 辺に生息 す る 身近な

昆虫です。 こ の こ とを認識 し 家屋内に害虫を生

息 さ せない環境を常に整 え る こ と が大切です 。

飲食物 · 汗などの汚れが付い た衣料は さ ら に 虫

害を受 け やすいので ク リ ー ニング し て保管す る

こ と が肝要です。
... .. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . .. . . . . .. . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . ・ ・ ・ ・ ・ 疇 ．． ．．
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｀ 組合別技術交流会の報告 （まとめ）
技術部会常任幹 1ほお よ び組合幹事の皆様 に は 、 ブ ロ ッ ク 幹事会並びに組合別技術交流会の報告 心 を

ご提出 い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す。 幹事の皆様か ら い た だ い た 報告の ま と め を紹 介 い た し ま す。
今後の 交流会の I｝F-1 （紺 に際 し て 参考 に し て い た だ け れ ばヽ：全 い です。

-
平 成 1 5 年 度 に 各 組 合 で 1lfl 催 し た 交 流 会 の 参 加 人 数 は 、 第 1 回 目 で 1452 名 、 第 2 回 目 で

1395 名 、 第 3 1111 日 は約 1300 名 と な り 、 延べ 4 100 名以上の 糾 合 員 が参）Jl l し た こ と に な り ま す 。-
聞 催 の 方法 に つ い て 、 幹 'liが リ ー ド し て 話 し 合 い を す る こ と や交流会の た め に 作成 し た ガ イ

ド プ ッ ク を 使川 す る こ と は 初め て の 試みで も あ り 、 は じ め の う ち は 、 と ま ど い が あ っ た と の安
施 報街 も 多 く あ り ま し た が 、 交流会の 約半数 は幹 ’l�の リ ー ド に よ り 行 わ れ ま し た 。 残 り は 、 す
で に 組合主催の講習会 な ど が決定 し て い た と こ ろ が 多 か っ た た め 、 そ の 講習会に交流会 を 併 催
し た ケ ー ス が 多 か っ た よ う です。 3 回 1 」 の 交流会は 、 単独開 催 と 答 え た と こ ろ が妍）Jl l し ま し た 。

各組合が交流会で と り あ げた テ ー マ で最 も 多 か っ た の は 「 事故品関連」 の 55 回 、 次 い で 「 ド
ラ イ ク リ ー ニ ン グ」 と 「洗剤」 が 29 I且1 、 「 マ テ リ ア ル 」 が 26 回 、 「合成皮革」 が 10 回 と な っ
て い ま す 。

・雹孤ロー

すべて の 組 合 で交流会の成果 を 認 め て い ま す。 活発 な 意 見 交換が な さ れ た と の 同答 (48 件·)
が 、 意 見 交 換 が 少 な か っ た と の 回 答 ( 2 件） を 圧 倒的 に 上 同 り 、 当 初の 目 論見 で あ る 活 発 な
交流が実現で き て い ま す。

＂ 

当 初 は 、 参加 者 を 掛 め る の が 大変 、 貨用 が な い 、 組 合 と の連携 が う ま く い か な い 、 3 回 の 開
催 は 難 し い 、 な ど 種 々 の 問 題点 が 指摘 さ れ て い ま し た 。 各 幹 事 か ら の 報 告 に あ る 通 り 、 交 流
会 を 開 催 す る こ と は 決 し て 簡 単 な こ と で は あ り ま せ ん が 、 こ の 1 年 を 通 じ て組合の理解 、 糾
合の 行 事 と の 併 催 、 交流会の意義の没透 な ど に よ り 、 交 流 会 を 開 催 す る 環境 は 徐 々 に 改善 さ
れ た よ う です 。 た だ し 、 技 術 部会 員 が 少 な く 、 島嶼 （ と う し ょ ） な ど の 問 趙で交流会 を 簡 単
に 開 催 で き な い組合 が あ り 、 そ の 解 決 が課題 と し て 残 さ れ て い ま す 。 15 年度 は 、 糾合技 術交
流 会 を 中 心 に 技 術 部会 の 活動 を 本 来の理念 に 近 づ け る 出 発 の 年 で し た が 、 16 年 皮 は 、 こ れ を
さ ら に 発展 さ せ 、 開 催 方法や 内容 を 良 く す る こ と に 活動の屯点 を 置 く 予定です 。
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情報提供に ご協力 を • その26

「クリ ー ニ ン グ事故防止 シ ス テム」 は 、 広範圃に収Uさした枯報の 中 か ら 類似 し た 1、 ラブ ル を 見つけ出す こ と に

大 き な意義があります。 個 々には小 さ なI/\J迎も、 令11.1レベ ルでの対応が必要な問題に発展する可能性があります。

ト ラプル梢報は業昇の共1T!!4旅 とPl！解 し て↑,'i·報提供 に 協 力 を おけiil ヽします。 また 、 寄せ ら れた梢報は 、 ク リ ー

ニングする前後やア ハ レルが易も品 を 企両する時点呼での 参考狩料 と なり ます。

現在 、 「 ク リ ー ニ ン グ 市 故 防 11： シ ス テ ム 」 の デ ー
タ 数が2700件 を こ え ま し た 。 今回 は 、 前同 に 引 き 続
き コ ー テ ィ ン グ製品 に つ ＼ ヽて収り 上げます。

ク リ ー ニ ン グ 事故防 11： シ ス テ ム の 「 4靖故名」 で 「剥
離」 を選ぶと 、 95件のデー タ が ヒ ッ ト します。 さ ら に 、

詳し く み て い く と 、 ’lt 故 原 因 が わ かって い るもの の
う ち 58 件 が 「経時 劣化」 。 そ の 索材 を 確認する と コ
ー テ ィ ン グ /JI] エ 製 品 ま た は ラ ミ ネ ー ト ／jll |

．
．製 1

1

11
1
1 で 、

主 に ポ リ ウ レ タ ン系 樹）I旨。 こ れ は 、 ii'i1や者の ポ リ ウ
レ タ ン系 樹脂 を 使 っ た 索材 に 対 し て の 知 識 イ＜足が i・・・
な1原因 と 考 え ら れます。

そ の 他 、 ク リ ー ニ ング処狸 方法がボ適 切 な た め に
刹離し た もの が 9 件 と がや や 1— l 立 ち ます 。 各 デ ー タ
を 確認す る と 、 コ ー テ ィ ン グ／jll |ー．． 製 品 で 石 油 系 ド ラ
イ 表示の 製 品 を ふ っ 索系 浴 剤 や テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ

ンで洗浄 、 ま た 、 バ ッ ク コ ー テ ィ ン グ さ れ て い るの
が わ か ら な か っ た た め に 強 い洗浄処理 を 行な っ て し
ま っ たものがあり ま し た 。 そ の 1 例 と して 、 事故No.
2 を ク リ ッ ク す る と 図 の よ う な事故梢 報 詳 細 を 見る
こ と が で き ます 。 こ の デ ー タ を 、 似 た よ う な 製 品 が
き た場 合 の 事 前チ ェ ッ ク や カ ウ ン タ ー でお 吝様 に 索

材の特徴説明 をすると き にも役 立てるこ と が で き ます。

「 ク リ ー ニ ン グ LJ靖故防止 シ ス テ ム 」 を 活用する こ と

で 、 ク リ ー ニ ン グす る 前 に 製 品 や 索 材 に 関 す る‘|\'i報
を 糾 る こ と がで き ます 。 お客様への客1視 的 な 賓 料 と
して 、 お使 い く だ さ い。

クリ ー ニ ン グでの ト ラブル拡大を防止す る ために 、

情報をお寄せ く だ さ い。． 
事 故 情 帽 デ ー タ ＂ 紐 No. 2 

d91飢ゆり』せん．

-
9- ーア如

芭
言ハ

ふ
1

邑＿
た だ今， クリ ーニング事故防止シ ス テムのお試し期間実施中 ！

http://www.nichisenku.jp/ → 事故報告 ・ 検索ポ タ ン

吟 ID : fr0000001 バス ワ ー ド ： free333 -+ 入力確認

以上の採作で·Ji故防ll：シ ス テムが使え ます。 ぜひお試 し く だ さ い。
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こんな質問 ・どんな質問

I 
る4 質問

どんな質問←雰
技術部会幹事の皆様に は 、 技術梢報の モ ニ タ ー と し て読者ア ン ケ ー ト に ご協 力 い た だ い て

お り ま す。 前回 は 、 「水洗い処理 MA 値 平均 26.0」 に つ い て 説明 し ま し た が 、 MA 値につい
ての質問が も う 一つ あ り ま し たので ご紹 介 し ま す。

● ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グの MA 値 は ど の く ら いの数値が適当 です か ？
〇 ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グで は 、 収縮や型崩れが問題に な り ま す 。 特 に ウ ー ル で は 、 繊

維表而の う ろ こ 1行］ 1：が絡み合 う こ と に よ る フ ェ ル ト 化 が生 じ る た め機械力 を 制限 し な
け ればな り ま せ ん 。 ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グの 碁準 を 作成す る た め に以 前 に 行 っ た調査
で は 、 通常の洗濯機で MA 値が 30 以 下 な ら ば ウ ー ル に フ ェ ル ト 化 が生 じ な い こ と が
わか っ て い ま す。 こ の調 査 を ま と め た報告では 、 ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グの洗浄 シ ス テ
ム に お け る 機 械 力 の 碁準 を次の 3 段階に 分 け て提案 し て い ま す が 、 そ の 上限は 35 に
な っ て い ま す。
MA 値①＝ 10 以 下 ． MA 値②＝ 10 を 超 え 25 以 下 ． MA 値③＝ 25 を 超 え 35 以 下

ウ ー ル の フ ェ ル ト 化 と MA 値 と の関連 (IWS の基準布 を 使用 ）
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MA 値 が 30 以 下で あ れば 、 収縮率は 3 ％以 下で フ ェ ル ト 化 が生 じ て い な い こ と が示
唆 さ れ る 。

技 術
次の方が新たに技術部会に 人 会 さ れ ま し た。

者

〔 正 会 員 〕
謡 栢 硝 子 闘 勘 ク リ ー ニ ン グ 020-0121 岩 手 リiし． 盛岡市月が 丘1-4-5
石 野 4き 彦 ク リ ー ニ ン グ 紺 li.I51 1-0054 三 重 脹 桑名市西鍋／圭町21

019-647-7323 
0594-22-2232 

※ 平成 1 6年5月 1 5 日 迄の全ク連到着分
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